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要 旨

静岡県内の公立小中学校には「日本語指導が必要な子どもたち」が数多く在籍している。本研究者は「つなが

りJを主題に、静岡県教育委員会および財団法人静岡県国際交流協会と協働して、静岡県版日本語初期指導カリ

キュラムの開発・普及プロジェクトに取り組んだ。本稿では、開発した当該カリキュラムの理念と内容を紹介す

るとともに、普及のために開催した研修会の報告を行い、本プロジェクトの成果と課題について述べる。

キーワー ド:静岡県 日本語指導が必要な子どもたち つながり 日本語初期指導カリキュラム 開発と普及

1 はじめに

文部科学省の 2010年度調査によると、日本国内の

公立学校に在籍する「日本語指導が必要な外国人児童

生徒」の数は 2万 8511人にのぼるという。前回行わ

れた 2008年度の調査結果 (2万 8575人)と比べると

若千の減少は見られたものの、2001年度の 1万 8432

人からは 1万人以上も当該児童生徒の数が増加を続け

てきたことがわかつた。また、国際結婚家庭や海外か

ら帰国した児童生徒等の「日本国籍を有する日本語指

導が必要な児童生徒」の数は 5496人 と前回調査結果

(4895人)よ り601人増加しており、今や 「日本語

指導が必要な子どもたち」の問題は、決して「外国籍

児童生徒Jに特化したものではないこともわかつてき

た。

同上 2010年度調査結果から静岡県の状況を見ると、

「日本語指導が必要な外国人児童生徒」の数は全国第

4位の 2485人で、そのうちの 96%にあたる2383人

は小中学校に在籍している子どもたちであつたヽ静

岡新間の2011年 12月 10日 付記事によると、県内自

治体の小中学校あわせた外国人児童生徒数の現状は、

浜松市の 1545人 を筆頭に、以下②磐田市311人③掛

川市241人④富士市232人⑤静岡市206人⑥菊川市

202人⑦湖西市 198人③袋井市 156人⑨沼津市 130人

⑩御殿場市 110人等となつている。こうした実状から、

静岡県と同県教育委員会 (以下、県教委)は 2011年

3月 に「国籍の異なる人々が共に支え合い、共に学び

合う教育の充実に取り組む」として、外国人児童生徒

教育の充実を盛 り込んだ県教育振興基本計画を発表し

た。

以上のように外国人児童生徒等をも含めた学校教育

のあり方は、静岡県にとつて重要な地域教育課題の 1

つとして位置づけられている。県教委は 2010年 4月

に「外国人児童生徒 トータルサポー ト事業」を起こし、

その中に公立小中学校への編入直後に日本語の初期指

導を行う教室の開設 い普及を図る「プレクラス開設事

業」を設けた。そしてそのプレクラス運営に必要な

「日本語初期指導カリキュラム」の開発が急務となっ

た経緯から、筆者は県教委からの依頼を受けて、担当

指導主事とともにその開発に取り組んだ。また、その

後は財団法人静岡県国際交流協会 (以下、県協会)の

協力を得て、当該カリキュラムの普及を目的とした研

修会も県内各所で開催するに至った。

本稿では、県教委および県協会と協働しながら進め

てきた静岡県版日本語初期指導カリキュラム『はじめ

ての日本語とクラスの仲間づくり』の開発・普及プロ

ジェクトに関する報告を行い、その中心的理念である

「つながり」の支援に言及しながら、当該プロジェク

トの成果と課題について述べる。*静岡大学大学院教育学研究科 (教職大学院)
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2 「つながり」支援の理念

1で述べたように「日本語指導が必要な子どもた

ち」には外国人家庭の子ども、日本人と外国人とのFF3

の国際結婚家庭の子ども、海外から帰国した日本人家

庭の子ども等が含まれる。家庭によつては子どもの国

籍は外国籍とは限らず、日本国籍を有する場合もある。

また、例えば外国人家庭の子どもの状況を見てみると、

保護者に伴って来日するケースもあれば、保護者の生

活が安定した後に呼び寄せられて来日するというパ

ターンもある。さらに近年、外国人家庭の定住化が進

んだことによつて、日本生まれの子どもも増加してお

り、「日本語指導が必要な子どもたち」の状況は今日、

非常に複雑化してきているということができる。

縫部 (2006)は 、このような「日本語指導が必要な子

どもたち」に対する教育を考える際の重要なキーワー

3 日本語指導が必要な子どもたちの状況と県内の支

援体制

3-1 外国人家庭の子どもの「つながりJの状況

ここでは保護者に伴つて来日した外国人家庭の子ど

もを例にとり、彼らの日本社会における「環境とのつ

ながり」 (縫部 2006)の 状況について見てみること

にする。上記図 1は、当該家庭が出身国を離れて日本

のある地域に移動してきた時の様子を表したものであ

る。他国から移動してきた外国人家庭は日本のどこか

の地域に入るが、彼らにとつてそこは「日本語」と

「日本の文化習慣」で囲まれた世界である。保護者は

日本で仕事をする等、何らかの目的があつて来日する

ものと推察されるが、日本語や日本の文化習慣にはな

ドとして「つながり」を挙げ、「これからの教育はつ

ながりの教育をいかに実現していくかにすべてかかつ

ている」と述べている。そして彼らをとりまく様々な

「環境とのつながり」として、「先生とのつながり」

「級友・友人とのつながり」「家族とのうながりJ

「地域社会とのつながり」「教科とのつながりJ「 日

本語とのつながり」等を挙げている。矢崎 (2011)は、

学校現場における多文化共生の実現に向けて上記のよ

うな「つながり」を倉J出する支援の意義について述べ、

学生ボランティアによる特に「人と人とのつながり」

を創る支援の実際を分析している。今回の県教委およ

び県協会との当該プロジェクトは、カリキュラム開発

に「つながり」支援の理念を取り入れ、その普及を図

ることによつて、「多文化共生」のあり方を県内教育

現場へ問いかけていくという新しい取り組みである。

じんでいない場合が多い。一方、保護者に同伴してき

た子どもは、自分の意思とは関係なく出身国を離れる

ことになり、慣れ親しんだ地域、学校、先生、友だち

等と別れて日本へやつて来る。そして来日後、公立学

校に入る場合は居住地域内の学校に入るものの、日本

の言葉も文化習慣もまったくわからないため、友人は

なかなかできず、授業も理解できず、学校生活にほと

んどついていけない状態となる。つまりこうした子ど

もたちは突然日本に連れて来られることによつて、

様々な 暖 境とのつながり」を失 うことになると考え

られる。筆者は、彼らをとりまく「環境とのつなが

り」を「社会的つながり」と「文化的つながり」の2

つに分類し、それぞれ次のように下位項目を設けた。

図 1 他国から日本の地域社会に移動してきた外国人家庭の様子
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◎社会的つながり

・国とのつながり

・地域とのつながり
口学校とのつながり

・先生とのつながり

・友だちとのつながり 等々

◎文化的つながり

・日本語とのつながり

・日本の文化習慣とのつながり

・日本の学校文化・生活習慣とのつながり

・日本の教科学習内容とのつながり 等々

来日した当初、多くの子どもは上記の「つながり」

を失つた状況に陥るが、彼らの周りにある唯一の「社

会的/文化的つながり」は、「保護者 (家族)と のつ

ながり」および「母語・母文化とのつながり」である。

しかし、これらも子どもの年齢やその後の環境次第で

どんどん薄れていく可能性がある 2。

学齢期の子どもたちは心身の成長途上にあり、だか

らこそ年齢相応の学校教育を受けることが非常に重要

となる。ところが上記のように様々な「社会的/文化

的つながり」を失つた状態では、その子どもたちの健

全な成長が期待できないことは言 うまでもなく、もし

この状態を放置し続ければ、そのことは日本社会に対

し、将来的なデメリットしかもたらさないと筆者は考

える。

3-2 rっ ながり」を失つた子どもたちはどこへ向

かうか

筆者が学校現場でよく耳にする言葉の 1つに「外国

人児童生徒には日本の学校に就学する義務がない」と

いうものがある。ほとんどのケースでは「就学義務は

ないが、学校に在籍すれば他の児童生徒と同様に扱

うJと いう立場をとつて、学校関係者は教育活動にあ

たつている。しかしこの言葉が使われる文脈の中には、

外国人の子どもたちが入つた学校で不適応や問題行動

等を起こし、たとえ登校しなくなつたとしても「義務

ではないから仕方ない」としてしまう場合も含まれて

いる。極端なケースでは外国人保護者が学校側から、

子どもの就学前に「 (外国人には就学義務はないか

ら)う ちの学校には来ないでほしい」というニユアン

スをやんわりと伝えられたこともあると聞く。

しかし、日本は 1994年 に「子どもの権利条約」を

批准しており、すべての子どもたちは等しく教育を受

ける権利を持つ。さらに小学校および中学校の学習指

導要領においても、「海外から帰国した児童 (生徒)

や外国人の児童 (生徒)の指導」という項目を設け、

その指導のあり方に関する指針をきちんと示している

(文部科学省 2008a。 2008b)。 該当する事例はごく

稀であると信じたいが、子どもの教育に携わる者とし

て、学校教育関係者は上記のような言動は厳に慎まな

ければならない。

そして、「義務ではないのだから、問題を起こすの

なら学校から去ってほしいJと いう考えを持ち、もし

も学校が「つながり」を失つた子どもたちの教育を放

棄すれば、日本の社会の中で彼らがどこをさまようこ

とになるか、そして将来的にどのような影響を日本社

会に与えるかについて、よく想像力を働かせて考える

必要がある。「日本の学校から見放された」と感 じた

子どもたちがそのまま日本の社会に出ていつたとして

も、日本国にとつてメリットになることは何一つない

といっても過言ではない。現在では日本語のできない

日本国籍を持つ子どもたちも増カロ傾向にあるが、決し

て子どもたちの国籍で対応を分けるのではなく、すベ

ての子どもたちに等しく温かい眼差しを向けて教育活

動にあたるべきであろう。

3-3 複数の言語文化を知る貴重な人材として

保護者も子どもも日本語をまつたく解さないとすれ

ば、確かに彼らに対する教育活動は学校現場にとつて

大きな負担になることは想像に難くない。しかし、

「日本語指導が必要な子どもたち」は、複数の言語文

化 (母語・母文化および日本語・ 日本文化等)に触れ

た経験を持つ貴重な存在である。彼らが日本で適切な

教育を受けることによつて健全な成長を遂げ、 2つ以

上の言語文化を知る人材として社会に出ていければ、

近い将来、国内外において国家間・民族間の架け橋と

なつて活躍する可能性は高い。彼らは未来の日本社会

にとつてのかけがえのない財産ともなり得るのである。

だからこそ今、様々なつながりを失つている子どもた

ちの周りに 1つ 1つの「つながり」を紡ぎ出す「教

育」と「支援」の営みが切に求められている。

3-4 静岡県における支援体制とその課題

では、学校現場はそうした新しい教育課題をも一手

に背負い込まなければならないのかということになる

が、決してそのようなことはない。市町によつてかな

り対応は異なるものの、「日本語指導が必要な子ども

たちJやその保護者に対する支援体制は、県内におい

てもある程度は整備されてきているからである。

ここで、静岡県内で日本語指導が必要な子どもたち

やその家庭に対する支援がどのように行われているか、

その概要を見てみよう。図 2は、支援体制を一般化し、

支援を必要とする側と支援を提供する側の機関をまと

めて示したものである。日本語等の支援が必要な「家

庭」と「学校」を中央に据え、それらを「国際交流協

会」「ボランティア団体」「教育委員会」「大学」と

いつた機関が周りから支えている様子を表している。
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図2 教育委員会 ロボランティア団体 ご国際交流協会・大学による支援体制

国際交流協会は、地域のボランティア団体とのつな

がりが深く、連携して支援体制を整えている場合が多

い。ボランティア支援者は、協会のバックアップ等も

受けながら、子どもたちや保護者に対する様々な支援

活動を行つている 3。

教育委員会は、日本語等を教える指導員や外国語が

できる相談員を独自に雇い、担当指導主事らのコー

ディネー トのもと、必要に応じて彼らを主に学校に派

遣し、子どもや保護者、教員に対する支援活動を行つ

ている 4

大学は、学生ボランティアが地域の学校や家庭を訪

問する等しながら、主に子どもを対象にした日本語や

教科学習等の支援活動を行つているヽ

以上のような支援の営みが、県内の各所において行

われている。ただし、このような支援体制の課題とし

ては、国際交流協会・教育委員会・大学等の各機関が

共に手を携えて支援活動に取り組む形にはなっていな

いことが挙げられる。例えば県レベルで言えば、県教

委と県協会とが協働した取り組みは今までになされた

ことはなく、それぞれがそれぞれの考えに基づいて支

援活動を展開する構図になっていた。

一方、各支援活動の内容を2-1の 「つながり」の

観点から見ると、通常行われている支援は『日本語指

導」「生活習慣の指導」「教科学習の指導」が中心で

あり、「文化的つながり」に関する支援に主眼が置か

れていることがわかっている。しかし、特に来日した

子どもたちの場合は、自分の意思で日本に来たわけで

はないため学習に対する動機づけが低く、いきなり日

本語や生活習慣の学習を強要しても、なかなか成果が

あがらない場合も多い。こうした学齢期にある子ども

たちにとつては、まず何よりも「自分の居場所」を確

保すること、つまり「社会的つながり」を得ることこ

そが、非常に重要な課題となるのである。

4 静岡県版日本語初期指導カリキュラムの開発と

普及

3-4において県内の支援体制に関する概要を述べ

たが、それと同時に県レベルの協働体制の課題につい

ても触れた。県教委も県協会も「日本語指導が必要な

子どもたち」に対する支援活動を行つているが、両者

が手を携えて取り組む形にはなっていないということ

であつた。

今回、 1で述べた経緯によつて大学教員である筆者

が県教委の指導主事とともに「静岡県版日本語初期指

導カリキュラム」を開発することになった。そしてそ

れをただ開発に終わらせるだけでなく、ぜひとも普及

させる必要があると考えた県協会の職員が、文化庁か

らの外部予算をとることに成功し、当該カリキュラム

を使つた指導者向け研修会を県内各所で開催すること

になった。このようにして生まれた県教委指導主事 `

県協会職員・静岡大学教員の3者の「つながり」を基

盤に、我々は当該カリキュラム開発・普及プロジェク

トに取り組んでいった。

図 3は、本プロジェクトの有り様を図式化したもの
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国際交流協会

ボランティア団体

カリキュラムの普及

教育委員会

地 |‐1域

カリキュラムの普及

カリキュラムの開発

図3 県教育委員会・県国際交流協会・静岡大学の3者協働によるカリキュラム開発 ヨ普及プロジェクト

である。県教委・県協会 ,静岡大学 3者の協働体制に

よってカリキュラム開発・普及プロジェクトを推進し、

中央の外国人家庭や学校を支援する構図になっている。

実際に現場で子どもたちの教育や支援に携わるのは、 `

学校の教員、教育委員会の支援員 。相談員、ボラン

ティア団体の支援者等であるため、これらの人たちが

当該カリキュラム研修会の参カロ者となった。

4-1 県教委との協働によるカリキュラムの開発

4-1-1 「っながり1支援の理念をもとに

県教委の指導主事とともに開発することになつた静

岡県版 日本語初期指導カリキュラムは、『ヤまじめての

日本語とクラスの仲間づくり』と名付けた。その中に

は、3-1お よび 3-4で 言及 した「社会的つなが

り」を子どもたちの周 りに生み出すとい う理念が含ま

れている。

このカリキュラムが想定している学習対象者は、

「日本語がまったくできない子どもたち」であるため、

まずどのような日本語を何のために身に付けるのかを

考えることが重要なポイン トとなる。そこで筆者は、

在籍クラスに入る前に日本語初期指導を行 うクラス

(以下、プレクラス)の 4週間という期 FFDも 考えた う

えで、まずは「クラスの中に仲間をつくること」を目

標にシラバスを設定することにした。この「仲間づく

り」の目標は、「社会的つながりJの中の「友だちと

のつながり」に当たる。子どもが自分の生活空間の中

に「居場所」をつくり、「所属感」を得ることができ

れば、 日本で生きていく動機づけが高まり、その後の

学校生活もより円滑に進むことが期待できる。

またそれと同時に、「日本語指導が必要な子どもた

ち」をクラスに迎えた日本人児童生徒にとつても、

「広い視野をもって異文化を理解 し、共に生きていこ

うとする姿勢Jや 「国際社会に生きる人間として望ま

しい能力や態度」 (『学習指導要領解説総則編』)を

育むことにもつながると考えた。

以上の理念のもと、本カリキュラムは①「友だちと

のつながり」を生むために必要な日本語表現 ②日本

語の読み書きの第一歩であるひらがな文字表記 の2

つの学習を柱に据えることにした。

4-1-2 本カリキュラムの内容

1)指導者と指導期間の設定  i
県教委からは、本カリキュラムは基本的にはプレク

ラスにおいて使用することを想定しているとの話があ

り、その指導者としては、外国人児童生徒等担当教員、

各市暉教委派遣の指導員 。相談員、地域ポランティア

の支援者等が考えられるとのことであつた。

また、プレクラスを実施する期間が4週間と設定さ

れていたため、本カリキュラムもそれに合わせて4

週・20日 間の枠で指導計画を作成した。プレクラス

で学んだ子どもたちはそこでの初期指導が終了した後、

在籍クラスに移り、そのクラスの子どもたちと一緒に

269
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学校生活を始めるという設定であった。

2)指導項目と使用教材

本カリキュラムの細かい内容は、筆者が以前、小学

校の日本語指導学級担任教員をしていた頃の指導経験

をもとに組み立てた。以下のように大きく4つの指導

内容を設定し、それらに合わせて、入手可能な教材お

よび参考資料を使用することにした。

I サバイバル表現 (使用教材 :『日本語学級 1』 )

= 文字表記・発音 口語彙 (参考教材 :『ひるこさん

のたのしいにほんご1 ひらがな口かたかな・かん

じれんじゅうちょう』)

皿 日本の学校文化 (使用教材 :『にほんごをまなぼ

う』『ともだちになろう l』 )

Ⅳ 友人関係構築支援 (参考資料・使用教材 :「ソー

シヤルスキル学習を取り入れた日本語支援シラバ

ス」(矢崎2004)、 『こどもにはんご宝島』第7話

「こんなとき、何て言う?」 )

Iは、クラスにおける先生・友だちとのやりとりや

学校生活においてすぐに役立つ、ごく簡単な日本語表

現を学ぶものである。Ⅱは、ひらがなの文字表記と単

語学習を行 うもので「日本語とのつながり」をめざし、

Ⅲは、「日本の学校文化とのつながり」の学習、そし

てⅣは、「友だちとのつながり」づくりに役立つ表現

をソーシャルスキルとともに学ぶものである。

以上の指導内容を設定した上で、上記使用教材およ

び参考資料の中から具体的な指導項目を選び、20日

間の指導計画の中に適宜入れ込んで作成していつたも

のが『はじめての日本語とクラスの仲間づくり (暫定

版)』 の「日本語初期指導シラバス」である (巻末

【資料 1・ 2】 参照)。 当該カリキュラムの名称に

「暫定版」とついているのは、2011年度内に現場か

らの意見等も参考にしながら必要に応じて改良を加え、

「完成版」を発行する予定としているためである。

3)本カリキュラムの特徴

本カリキュラムでは、日本語初期指導に慣れていな

い指導者でもこれを読めばすぐに授業ができるよう、

具体的な発問・指示・説明等の言葉も入れ、上記の

「日本語初期指導シラバス」に基づいた 20日 間の指

導プランを作成した。

本カリキュラムの主な特徴は以下の 3点である。

3)-1 文字指導における工夫

ひらがな表記の学習は、日本語をはじめて学ぶ子ど

もにとつては相当な困難を伴うものである。しかし、

「字が読めるようになるということが、人間としての

尊厳を得ることでもある」 (藤谷 2011)と いうよう

に、文字の習得はこれから日本で生きていく上で、社

会とつながるための非常に重要な学習要素となる。そ

こで本カリキュラムではひらがなの文字表記の指導に

おいて、「指書き」の実践紹介・ 「ぼうずめくり」等

のグーム活動の導入 。「促音アコーディオンカー ド」

等、視覚教材の利用等の様々な指導上の工夫を施した。

3)-2 在籍クラス担任との連携と子ども同士の交流

「クラスの仲間づくりJのためには、早い時期から

在籍クラスの児童生徒との交流が不可欠である。その

ため、本カリキュラムでは在籍クラス担任教員と連携

することを前提として、「交流給食」のアイデアと

「在籍クラスに対する3つの授業プラン」を載せた。

「交流給食」は、カリキュラムの2週 目に在籍クラ

スからクラスメイ トをプレクラスに呼び、そこで一緒

に給食を食べるというものである。 1週間の間に分散

して在籍クラスの子ども全員に来てもらい、いつしょ

に給食を食べながらお互いの名前を覚える等の交流活

動を行 う。そしてカリキュラムの3週 目からはプレク

ラスの子どもが在籍クラスに行つて、そこでクラスメ

イ トと共に給食を食べ始める。在籍クラス,の円滑な

移行を目指す上で、以上のような給食時間を利用した

交流プログラムが有効ではないかと考え、設定した。

「在籍クラスにおける3つの授業プラン」は、在籍

クラスの担任が行 うものとして、①クラス耕しの授業

②外国の子どもを迎えた日の授業 ③国際理解をめざ

した授業 の3種類の指導案を作成し、カリキュラム

に載せた %

はじめの「クラス耕しの授業」はt「外国から来た

友だちがプレクラスを終えたらこのクラスに入る」と

いうことが決まつた後、その子をどのように在籍クラ

スに迎えるかをみんなで話し合い、またその子の母語

のあいさつ言葉を練習して覚えるという内容である。

次の「外国の子どもを迎えた日の授業」は、カリ

キュラムの 11日 目にプレクラスの子どもが初めて在

籍クラスに来て給食を食べるため、その直後にその子

どもも交えて一緒に行 うものである。授業の内容は、

その時間が良い出会いの場となるようにその子の母語

でもあいさつを交わし、互いの名前と顔を覚え、ゲー

ムゃ外遊びを通じて交流を深めるというものである。

最後の「国際理解をめざした授業」は、外国の子ど

もがプレクラスでの学習を終え、在籍クラスに正式に

入つた日に行 うものである。その子の保護者も授業に

呼び、子どもといつしよに出身国の言葉や遊び、生活

の様子等についての紹介を行つてもらう。今後学校生

活を共にする仲間としての意識を在籍クラス内に芽生

えさせることがこの授業の最大のねらいであるが、保

護者にも参加をお願いすることによつて、「保護者と

学校とのつながり」が生まれることも期待している。

″
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『はじめての日本語とクラスの仲間づくり』

3)-3 子どもの母語 口母文化に対する配慮

外国の子どもの「母語・母文化とのつながり」を意

識し、本カリキュラムでは日本語学習を進める中にお

いても、随所にその子の母語や母文化の話題を出すよ

う努める等の配慮を行つている。また、日本の子ども

も外国の言葉や文化に触れる機会となることから、

3)…2で述べたように学級担任教員による在籍クラス

における授業でも、外国の子どもの母語や母文化につ

いて取り上げるようにした。

4-2 県協会および県教委との協働によるカリキュ

ラムの普及

4-2-1 カリキュラム研修会の開催

本カリキュラムの普及は、県協会の主導のもと、県

内各所でカリキュラム研修会を開催することにより進

めていつた。この研修会は県教委も共催し、政令指定

都市の静岡市と浜松市を除く県内市町教育委員会に呼

びかけ、その開催を希望するところが行 うことになつ

た。そして、沼津市 (1回)・ 掛メ|1市 (2回)。 菊川

市 (3回)・ 袋井市 (2回)・ 磐田市 (2回)・ 湖西

市 (2回)の 6つの市において、合計 12回の当該研

修会を開催するに至った。 1回の研修時間は市によつ

て異なるが、概ね半日3時間という設定であった。

研修会への参加者は、各市教委がその地域の実状に

あわせて募集をかけて決定したが、基本的には学校の

教員 (外国人児童生徒等担当および学級担任の教諭)、

各教育委員会所属の指導員 ι相談員、地域のボラン

ティア支援者たちであつた。

4-2-2 カリキュラム研修会の内容

カリキュラム研修会では、『はじめての日本語とク

ラスの仲間づくり』の理念を伝えることにも重′点を置

き、以下のような内容で当該研修会を行つた。

①各市の参カロ者同士で協働態勢をつくることを呼びか

け、その地域にどのような人材がいるのかを確かめる

活動を行 う。

②グループに分かれ「外国につながる子どもたち」を

学校に迎えるメリット (意義)について議論する。

(以後、すべての活動をグループワークで実施)

③文科省 (2008c)の 「外国人児童生徒受入の意義」

の資料を読み、②での議論を振り返る。

④『 中学校学習指導要領解説総則編』 (文科省

2008b)の中の「海外から帰国した生徒や外国人の生

徒の指導」を読み、その内容について議論する。

⑤『将来へ続く道』 (言語教育振興財団 2008)の中

の 2つの事例 (丹羽恵美さん/チュープ・ ソッコーン

さん)を読み、外国から来た子どもたちが成長してこ

られた要因等、そこから学べることは何かについて議

論する。

⑥「子どもたちの異文イヒ接触」 (日 本語普及協会

1999)の 資料を読み、「周りの大人が異文化に対して

どう接するかによつて、子どもたちの意識や価値観も

変わる」という考えに触れる。

⑦静岡県版日本語初期指導カリキュラム『はじめての

日本語とクラスの仲間づくり』の概要と初期支援用教

材および効果的な日本語指導法について知る。

③当該カリキュラムを使つて実際に授業プランを考え、

発表する (模擬授業の実施)。

4-2-3 研修会参加者による「振り返り」

県協会の意向により、12回の研修会ではその最後

に毎日、「振り返リシー ト」を配つて参加者に記入し

てもらった。全体をまとめてみると、以下のような肯

定的な感想や意見が主に挙げられていた。

一方、要望事項としては、「今回は初期指導に限定

したカリキュラムだったが、地域の実態として教科学

習の支援のあり方や進学の問題に悩んでいるので、次

はそうした課題に対する内容を入れてほしい」という

意見が多く挙げられた。今回のカリキュラムは日本語

がまったくできない子どもを対象としたものであつた

が、「日本語指導が必要な子どもたち」には「日常会

話ができても学年相当の学習活動に支障が生じている

子ども」 (文科省 2010)も 含まれており、そうした

子どもたちをどのように日頃の授業に参カロさせるかも

大きな課題の 1つ となつていることがわかった。

今後のカリキュラム開発・普及事業においては、こ

の課題についても十分考えていく必要があるだろう。

″
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本 日の研修会で、よかったこと・役に立ったこと

これからの自分の活動 (仕事)に活かせそうだと気づ

いた点などがありましたらご記入ください。

・学校以外の地域に、これほど支援に携える人材がい

るとは知らなかつた。ぜひ連携したい。

・外国の子どもを学校に迎える意義を考えたことがな

かつたので大変良い機会だった。

・文字学習のための楽しいゲーム活動や教材をたくさ

ん紹介してもらつて勉強になつた。

・カリキュラムは非常に具体的に書かれていて参考に

なる。ぜひ使つてみたい。

・学習指導要領に外国の子どもの指導について書かれ

ていることを知り、勇気をもらつた。

・『将来へ続く道』の2つの事例で、子どもたちに

とつての「出会い」の大切さを知った。

・チームで協働して活動することによって、みんなで

支援することの重要性に気がついた。

"授業プランや棋擬授業をみんなで考えて共有できた

ことは大変有意義だつた。
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5 まとめと今後の課題

筆者は、県教委と県協会との「つながり」をもとに、

静岡県版 日本語初期指導カリキュラム『はじめての日

本語とクラスの仲間づくり』の開発と普及に取り組ん

できた。そのカリキュラムが目指すものは、外国の子

どもたちの周りに様々な「社会的つながりJと 「文化

的つながり」を創 り出すことであった。

一方、本稿では外国の子どもたちの存在およびその

教育は、日本人の子どもの教育にとつても意義がある

ことについて言及した。文科省 (2008c)の報告でも
「日本の社会の安定や発展にとつて必要不可欠」「多

文化共生のための態度や能力が育まれるJ「児童生徒

一人一人を大切にした教育の実現につながる」の3つ

の意義が示されており、外国の子どもたちを学校に迎

え、新しい教育の創造が求められていることがわかる。

2010年の国勢調査結果によると、日本人の人口が

今回初めて減少に転じたという。しかし、外国人の人

口は増えており、2005年調査から約 29万人増加した

ことも報告された (朝 日新聞 20H年 10月 27日 記

事)。 日本の少子化対策が急務であると同時に、今後

より多くの外国人を迎える本格的な「多文化共生時

代」の到来に向け、未来のための新しい教育のあり方

が、今問われている。筆者も大学に所属する一人の実

践研究者として、今後も「つながり」を主題に、この

大きな課題に取り組んでいく所存である。
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注

1 同県の特徴は、ポル トガル語を母語とする当該児

童生徒数が 1578人で、県全体 2485人のうちの

63.5%を 占めている点である。その他の母語として

は、スペイン語 364人 、フィリピノ語 301人、ベ ト

ナム語 93人、中国語 76人等が続く。

2 子どもが母語 。母文化を忘れてしまったり、母語

で会話ができなくなって保護者を疎ましく感じたり

する等の事例が学校現場から報告されている。

3 地域のボランティア支援者は、学校に入つて子ど

もを支援したり、休日や放課後に別の施設を借りて

保護者や子どもに日本語を教えたりするなど、その

地域の実状に合わせて多岐にわたる活動を展開して

いる。

4 例えば県教委では「外国人児童生徒 トータルサ

ポー ト事業」において、外国人児童生徒相談員・

スーパーバィザニ・相談指導員・教育補助員を任用

し、当該児童生徒に対する支援活動を行つている。

5 例えば静岡大学では、学生が主体の NPO団体が静

岡市教委学校教育課との連携のもと市立小中学校に

入つたり、サークル活動の学生が外国人家庭を訪問

したりして支援活動を行つている。

6 この3つの授業プランは、静岡県総合教育セン

ター指導主事の協力のもと作成した。
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矢崎満夫
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